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　日ごろは、私の政治活動に温かいご支援とご協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　先の通常国会では、112兆5717億円の令和6年度当初予算
をはじめ、重要法案を含む99本の議案を成立させることがで
きました。特に、私の所属する法務委員会では、共同親権など
を含む民法の改正や外国人材の「育成就労」制度の新設、農林
水産委員会においては食料・農業・農村基本法改正や不測時
の食料確保のための新法の制定を果たすことができました。
　また、昨年からの自民党に対する厳しいご批判を真摯に
受け止め、政治資金規正法を改正いたしました。国民の皆様
の信頼回復のために、あらためて襟を正し、政治資金のさらなる
透明化はもとより、我が国の発展と国民生活の向上に全力で
取り組んで参ります。衆院議員任期の折り返し地点を過ぎ
「常在戦場」ではありますが、地元の期待に応えるべく、山積する
課題の解決に力を尽くしてまいります。
　今号は、この1年間の議員活動の中で、地元４市・２町の地域
振興や課題解決に取り組んできた代表的な事例をご紹介
させていただきます。

衆議院議員　五十嵐　清
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ることによって、これまでの保育士のみならず、看護師
や作業療法士などの専門職が在籍するようになり、利
用者や保護者が安心して過ごせるようになります。今
後とも、施設運営を担う民間事業者との緊密な連携
により、医療的ケア児の受入れやそのためのコーディ
ネーター配置も視野に、国の支援制度を積極的に活
用しながら、より良い拠点施設の整備に邁進します。

GX人材の「研究と研修」拠点が開校
　宇都宮市の森林面積は8,217haあり、市の総面積
のじつに20％を占めます。先の衆院選の党公約には、
今後5年間で森林・林業・木材産業分野の予算を倍増
させるとあり、国が進める、脱炭素・グリーントランス
フォーメーション（GX）や花粉症対策（発生源対策・飛
散対策）の取組とあいまって予算は着実に増額されて
きており、施策の展開も進んできました。これらの分
野の人材の養成・確保が課題となる中、今春、「栃木県
林業大学校」が開校し、定員を超える入学者を得て、
当該分野の幅広い知識と専門的な技術を備える人材
が養成されるようになります。今後、県は隣接する県
林業センターの機能と連携を図り、「研究と研修の拠
点」に発展させる方針です。また、国の施策との連携の
中では、特に二酸化炭素吸収源としての森林機能の
最大化と新たな木材需要の創出に積極的に取り組ん
でいくとのことです。検討開始から4年、県議時代から
関与してきた拠点施設が宇都宮市に設置されたの
で、今後ともしっかりと支援して参ります。

熱中症対策と避難所機能強化を両立
　災害級の熱波に備えるために「熱中症特別警戒ア
ラート」の運用が4月から始まり、県内各地でも「指定
暑熱避難施設」（クーリングシェルター）確保の動き
が広がっています。さくら市でも同月に運用が始まり、
市内には１０箇所の施設が確保されました。これとは
少し異なる観点ですが、以前からさくら市には、災害
時の避難所としての中核を担う小中学校の体育館等
への冷暖房設備整備の意向があり、国の補助制度の
活用について計画的に進めるため、協議・調整中でし
た。しかしながら、近年の気候変動を踏まえ、氏家中
学校、喜連川中学校、６つの小学校すべての体育館等
を可能な限り短期間で空調化すると方針転換をし、
リース事業の活用や国の交付金事業を最大限活用し
て、氏家中は今夏から、喜連川中は令和6年度末に、
小学校6校については来年の夏から利用開始の見通
しとなりました。児童・生徒の体育授業や学校行事で
の利活用のみならず、災害時の避難場所としての機
能強化、さらにはクーリングシェルターとしてさくら
市民の皆さんに広く利用されることを期待していま
す。また、この取組が県内全域に広がるように推進し
て参ります。

身近なところで「子どもの発達」を支援
　児童福祉法の平成24年改正以来、児童発達支援の
分野は数次にわたる法改正により着実にレベルアッ
プが図られてきました。一方で、児童発達支援事業や
放課後等デイサービス事業は、右肩上がりで事業者
数、利用者数も増加し、それに伴い提供するサービス
の質のさらなる向上が必要であると指摘されてきま
した。 今般、高根沢町が準備を進める「高根沢児童発
達支援センター」が設置されると、今まで町外の事業
所でサービスを受けていた「適応訓練」が独自にでき
るようになり、また、定員を大幅に上回り、町外への通
所を余儀なくされていた、放課後等デイサービス事業
についても拡充が図られます。さらには、機能が増え

達成や訪日外国人旅行者数を令和7年までに3,200
万人を超える水準にする目標に向けて、様々な施策を
展開しています。その中で、高付加価値旅行者（海外
セレブ等の富裕層）の誘致は今後のインバウンド戦略
における重要な柱と位置付けられております。リッツ・
カールトン日光の開業やG7男女共同参画・女性活躍
担当大臣会合の開催を契機に、世界が認める観光地
として再興できるよう国・観光庁の支援を最大限活用
し、地域の観光産業発展に力を尽くして参ります。

長寿を支える安心の「地域医療」を
　塩谷町においては、現在５つの診療所がありますが、
医師の高齢化や後継者問題などもあり、診療時間や
日数の工夫などで運営が継続されています。町の人口
が9,000人台では、おおよそ3名の医師（診療所）の
確保が必要と試算されますが、町としての中長期的な
医療提供体制をどのように維持するかが課題になって
います。昨年5月に新型コロナウィルス感染症が5類へ
と移行し、国としてもウィズコロナ社会における新たな
医療提供体制の構築が急務と考えております。コロナ
禍で明らかになった我が国の医療の課題を踏まえつ
つ、人口減少社会に対応した実効性の高い仕組みが
塩谷町や栃木県第二選挙区などの「地方」にこそ求め
られています。町は3月に、「基金」条例を制定しました
が、将来的な国の過疎地域等の医療を支援する補助
制度の活用を見据え、今後は、行政（国・県）、医療関
係者、地域住民との協議が大変重要になります。私も、
地域医療を守るため引き続き力を尽くして参ります。

G7「女性活躍」が地域に広がる
　昨年11月に鹿沼商工会議所「女性会」が45名の会
員をもって発足しました。日光市においてG7男女共
同参画・女性活躍担当大臣会合が開催された直後の
ことで、採択された「日光声明」の理念を近隣市町か
ら県全体、そして全国に広げていくことを意識する中
で、大変うれしい出来事でした。業種・業態・年齢・立
場の違う女性経営者が集い、新たな試みによって女
性活躍の可能性を広げてくれるものと大いに期待し
ています。全国には421商工会議所に「女性会」が存
在し、2万人の方々が活動されていますので、鹿沼の
「女性会」がそれらの皆さんと連携・協働ができるよ
うサポートしていきます。また、G７大臣会合では、「女
性の経済的自立」や「すべての女性、女児の人権と尊
厳」などが話し合われましたが、それらが令和６年度
の国や栃木県の予算や施策にも具体的に反映されて
います。国の「女性就労支援事業」や「女性人材育成
事業」さらには県の「女性のキャリアアップ事業」など
を、鹿沼市の女性の皆さんに積極的に活用してもら
えるよう支援することで、女性活躍をさらに推進して
いきます。

世界の「NIKKO」をさらに魅力的に
　日光市で旅行者のニーズを満たす滞在価値や、上質
かつ地域のストーリーを感じられる宿泊施設、地域に
おける質の高いサービスの提供を図るため、私は国
の「観光地高付加価値化事業」を積極的に導入してき
ました。令和4年度は35事業者で25億9,000万円、
令和5年度・6年度の二か年では27事業者で15億
6,000万円での事業が実施されており、地元での仕
事の発注や雇用の創出につながりました。今日現在
も、計画の対象から外れてしまった鬼怒川温泉、湯西
川温泉エリアを追加するため、第4次審査でのバック
アップをしています。国は昨年「観光立国推進基本計
画」を策定し、訪日外国人旅行消費額の早期の5兆円
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日光市2

さくら市4

塩谷町3

高根沢町5

宇都宮市（旧河内・上河内町）6


